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ARHGAP18
ARHGAP18; Rho GTPase-activating protein 18; MacGAP; Rho-type GTPase-activating
protein 18
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	応用
	抗原情報
	背景
	ARHGAP18は、細胞シグナル伝達を調節するRho（MIM 165390参照）GTPase活性化タンパク質ファミリーに属します（Potkin et al., 2009 [PubMed 19065146]）。[OMIM提供、2010年4月],機能：Rho型GTPaseを不活性なGDP結合状態に変換することにより、GTPase活性化因子として機能します。,配列注意：コンタミネーション配列。ポリA配列の可能性があります。,類似性：Rho-GAPドメインを1つ含みます。,サブユニット：MPHOSPH6と相互作用します。,
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	RHG18抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRHG18ペプチドでブロッキングされている。
	

	RHG18抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右レーンはRHG18ペプチドでブロッキングされている。
	

	RHG18 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ARHGAP18ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	ARHGAP18ポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット解析

